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要旨：関西看護医療大学とモンゴル国立医科科学大学看護学部は，2011 年 9 月に学術交流協定を結び，
以来様々な交流事業を行ってきた。本報告ではまず，モンゴルの保健医療事情や看護教育の制度について
概観した上で，モンゴル国立医科科学大学看護学部の概要と看護学科のカリキュラムについてまとめた。
さらにモンゴル国立医科科学大学看護学部において実施した両大学教員の協働による基礎看護技術「手指
衛生」の演習の試みを振り返った。演習実施にあたっては，計画立案の段階から日本とモンゴルの施設設
備や実施されている方法の違いから，教授内容と方法について議論を重ねる必要があった。演習当日は看
護学部看護学科 2 年生および他学科の学生，計 70 名の参加が得られ，学生は蛍光ローションを両手に擦
り込み，手洗い後に手洗いチェッカーで洗い残しの癖を見る等，手指衛生技術の習得に取り組んだ。手洗
いの結果を視覚的に確認できたことで，より確実な技術の習得に繋がったと考えられた。両大学のよりよ
い教育実践に向けて，今後さらなる連携をめざしたい。
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Ⅰ．はじめに
　関西看護医療大学とモンゴル国立医科科学大
学（Mongolian National University of Medical 
Science 以下 MNUMS）看護学部は，2011 年 9 月
に学術交流協定を結び，以来様々な交流事業を
行ってきた。本報告では，モンゴルの保健医療事
情，MNUMS 看護学部における教育概要，およ
び関西看護医療大学との交流について紹介する。
なお，写真の撮影および掲載については了解を得
ている。

Ⅱ．モンゴルの保健医療事情
１．基礎データ
　モンゴルは 1990 年に社会主義から民主主義・
市場経済に転換し，2010 年以降は地下資源開発
による好調な経済状況の中で，都市開発が加速し
ている（石井ら，2015）。同時に首都への一極集
中に伴い，交通問題や大気汚染問題が深刻になっ
ている。一方，食生活については，民主化後の都
市部では欧米の影響を受けて食品の製品化・多様化
が進んできているが，地方や都市部貧困層において
は家畜から得られる食品に頼るというスタイルが
依然として残っている（小長谷・前川，2015）。
　モンゴルの概要を理解するための基礎データを
表 1 に示す。2013 年の 1 人あたりの GNI（国民
総所得）は 3,700 米ドル（国家統計局発表）であ
り，経済協力開発機構（OECD）開発援助委員会

（DAC）の分類によると低中所得国に該当する。

表1　モンゴルの基礎データ（モンゴル国家統計局，2013）

2．保健医療システム
1）医療機関の種類と位置付け
　【国立医療機関】　モンゴルの行政区分は，県

（Aimag），ソム（Soum），村で構成され，図 1 に
示すとおり，国立の医療機関はその機能によって
Ⅰ～Ⅲレベルに分けられる。一般には傷病発生時，
Ⅰレベルの医療機関を受診し，入院治療が必要な
場合は紹介状を持ってⅡレベルの病院へ，さらに
高度な治療が必要な場合はⅢレベルの病院を受診
する。
　【民間医療機関】民間の医療機関としては，
Private hospital 民 間 病 院 1,019 施 設， お よ び

図1　モンゴルにおける国立医療機関の区分と位置付け
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Family health center ファミリーヘルスセンター
223 施設がある。ファミリーヘルスセンターは国立
医療機関のⅠレベルと同様，外来診療のみを行う。
なお，これらの民間医療機関も国民は自由に受診
し治療を受けることができる。
2）医療保険制度
　モンゴルでは国を保険者とする医療保険制度が
あり，2011 年現在で国民の 98.6％が加入している。
保険料は，個人事業主は総収入の約 1％，民間企
業の被雇用者は本人が給与の 2％，さらに雇用主
が 2％を支払う。遊牧民，学生，失業者の場合，
定額（日本円 1,000 円程度）を支払う。そして医
療機関受診時に診療費の 30％を自己負担する。
ただし，16 歳未満の子ども，年金受給者，軍人，
障がい者は保険料の支払い・診療費の自己負担と
もに免除される。また，救急医療，結核，癌，精
神疾患，予防接種，妊娠・分娩，災害による受傷
等に対する医療は，全ての国民が無料で受けるこ
とができる（モンゴルリーガルインフォメーショ
ン，2015）。なお，一部の民間医療機関でもこの
保険制度が適用される。
3）医療従事者数
　モンゴルの主な医療従事者の数を表 2 に示す。
わが国の医師数は人口千人あたり 2.3 人，看護師
数は同 10.5 人（2013 年）であり，わが国と比べ
てモンゴルの看護師数が少ないことが分かる。
　なお，准医師とは 3 年課程の教育を受けて国家
資格をとり，農村部のヘルスセンターにおいて診
療（薬の処方や小手術まで）を行う者である。た
だし 2014 年に養成が廃止された。また，助産師
は看護師とは別に 3 年（2014 年から 4 年）課程
の教育を受けて国家資格をとり，分娩時の処置・
介助を行う。

表2　モンゴルの医療従事者数（モンゴル国家統
計局，2013）

4）看護教育
（1）看護教育
　モンゴル国内において，1929 年に 2 年課程，
1931 年に 3 年課程 Diploma course の看護基礎教
育を開始した。その後長く Diploma course の教
育が続いたが，1993 年に看護学士課程が創設され，
続いて 1998 年に看護修士課程，2000 年に看護博
士課程が創設された（国際看護交流協会，2008）。
現在の看護教育課程は表 3 のとおりである。

表3　モンゴルにおける看護教育課程（2015）

（2）看護師免許制度
　保健省実施の看護師国家試験を受験するために
は看護大学（3 年課程もしくは 4 年課程）の卒業
試験（筆記試験および実践能力試験）合格が要件
となり，国家試験（筆記試験）の合格により免許
取得となる。
　また資格を維持するために，免許取得後初回は
3 年後，以降 5 年ごとの免許更新が必要である。
免許更新のためには大学や病院が実施する講習を
受け，3 年課程修了者は毎年 3 単位，4 年課程修
了者は毎年 5 単位を取得することが要件となる。
免許更新時に単位数が不足する者は規定の試験を
受けなくてはならない。

Ⅲ．�モンゴル国立医科科学大学看護学部におけ
る教育

1．概要
　モンゴル国立医科科学大学は医学部，歯学部，
看護学部，公衆衛生学部，薬学部の 5 学部で構成
され，首都ウランバートルの他，地方都市 3 カ所
に分校を設置している。
　ウランバートル市内に設置されている看護学
部の中には，看護学科，助産学科，理学療法学
科，臨床検査学科，歯科衛生学科等があり，学部
全体で 2,000 人の学生を擁している。看護学科で
は 4 年課程，3 年課程の他に，看護助手コース（1
年課程）も設けている。また，国家資格維持の
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表 4　モンゴル国立医科科学大学　看護学部カリキュラム（2015 年）
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（表 4　つづき）
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ための継続教育として年間 30 以上の講座も開催
している（モンゴル国立医科科学大学看護学部，
2015）。看護学科の学生定員数は 2012 年までは 4
年課程 90 名，3 年課程 300 名であったが，2014
年から 4 年課程 200 名，3 年課程 90 名へと定員
を変更し，学士教育に重点を移した。

2．カリキュラム
　2014 年に改定した MNUMS 看護学科 4 年課程
のカリキュラムについて提供を得たので紹介す
る。（表４）
　教育ビジョン：モンゴルの伝統的・文化的看護
と国際的な発展を視野に入れた看護の動向を組み
合わせることにより，モンゴルにおける看護の先
駆者となる。
　教育目的：国民の健康上のニーズを満たすため
に現代的な看護専門職を育成する。
　今回改訂されたカリキュラムについて，カリ
キュラム策定に携わったメンバーの多くが医師資
格をもつ教員であり，解剖生理学や病態学，疾患
学の時間数が多いとの意見もある。また，感染症
から非感染性疾患や慢性疾患へと疾病構造の転換
を迎えているモンゴルの保健医療の現状の中で，
一次予防や三次予防の重要性が認識されつつあ
る。これらのニーズに対応した看護基礎教育の内
容へと修正していくことが今後の課題である。

3．海外からの支援，交流・連携
　MNUMS 看護学部には，中国，韓国，日本か
ら演習用シミュレータや視聴覚機材が多数供与さ
れている。
　人的交流としては，群馬大学医学部保健学科と
姉妹提携を結んでおり，様々な国際的保健医療人
材育成プログラムを展開している。また，北里大
学看護学部とも学術交流協定を締結しており，教
員間・学生間の交流を行っている。さらに，2015
年 4 月に立正佼成会の「モンゴル看護師育成支
援プロジェクト」に調印した。これは MNUMS
で 2 年以上の課程を経た学生が佼成看護専門学校

（在東京）へ転学し，同専門学校を卒業した場合，
両校の修了証を授与されるというものである（立
正佼成会，2015）。

Ⅳ．関西看護医療大学との交流
1．交流の実績
2011.9　�モンゴル国立健康科学大学（現医科科学

大学）看護学部と学術交流協定調印
　　　　�MNUMS 看護学部で講演「日本の看護

事情と資格取得の道」（江川隆子学長）
　　　　�新モンゴル高校で講演「日本の看護大学

と看護の現状」（江川隆子学長）
2013.11　�関西看護医療大学 1 年生への講義「モン

ゴルにおける看護と看護教育」（Solongo 
Dashnyam 教授）

　　　　�同 4 年生への講義「モンゴルにおける高
齢者の現状と制度」（Solongo Dashnyam
教授）

2014.9　�MNUMS 看護学部 2 年生他を対象に基礎
看護技術演習（服部直子講師他）

　　　　�MNUMS 看護学部看護師講習会におい
て講義「点滴静脈内注射」（服部直子講
師他）

2014.10　�MNUMS 看護学部と学術交流協定再調印
　　　　�MNUMS 看護学部創立 85 周年記念式典

出席（江川隆子学長他）
　　　　�第 3 回国際看護学会（ウランバートル市）

において講演「日本の看護大学と看護教
育」（江川隆子学長）

2015.4　 �MNUMS 看護学部公衆衛生看護学 Pagva 
Buyanjargal 教授が関西看護医療大学特
任助教に就任

2015.10　�関西看護医療大学 1 年生への講義「モ
ンゴルにおける看護の歴史と未来」

（Solongo Dashnyam 教授）
　　　　�同 2 年生への講義「モンゴルにおける

糖尿病看護」（EhkhjargalYa 教授）同
2 年生への講義「モンゴルにおける看
護師の睡眠と疲労評価」（Vandannyam 
Davaakhuu 教授）

　　　　�同看護学研究科での講義「モンゴルにおけ
る看護師の睡眠と疲労評価」（Vandannyam 
Davaakhuu 教授）
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2．�交流の実際－MNUMSにおける基礎看護技術
演習

1）経緯
　2014 年９月，MNUMS 看護学部の履修科目「看
護技術」の単元「感染予防」において，「感染成
立のメカニズムを理解し，感染予防のための手指
衛生の技術を習得する」という演習目的を到達す
るために，関西看護医療大学教員と MNUMS 看
護学部教員が連携・協働して教育に取り組んだ。

2）方法
　演習の対象は MNUMS 看護学部 2 年生の希望
者とし，MNUMS 看護演習室で実施した。具体
的な方法は以下のとおりである。
　①�学生は蛍光ローションを両手に擦り込み，通

常の手洗いで洗った後，手洗いチェッカーで
洗い残しの癖を見る。その後，手洗い場に掲
示した衛生学的手洗いの手順を見ながら洗
い，再度洗い残しをチェックする。

図 2　演習風景

　②�速乾式手指消毒薬を用いて手指消毒の演習を
行う。その後演習室の壁に掲示した「感染の
鎖と予防」「手指消毒のタイミング」につい
て講義を受ける。

　なお，①②ともに関西看護医療大学教員が演
習前日に MNUMS 教員たちに説明とデモンスト
レーションを行い，演習当日は MNUMS 教員が
学生にモンゴル語での説明・指導を行った。
　また，終了後受講した学生たちに無記名で学び・
感想を自由に書いてもらった。

図 3　演習風景

3）結果および考察
　MNUMS 看護学部看護学科 2 年生および他学
科の学生，計 70 名が参加した。
　演習終了後に学生が記述した内容から主なもの
を以下に抜粋する。
・�今まで自分の手洗いできれいになっていると

思っていたが，今回の演習を通して，それが不
十分であったことがよく分かった。

・�もっと注意して手を洗わなくてはいけないと分
かった。

・�どこに汚れが残っているか明確に分かった。
・�（1 年生の時に）一度は習ったことだったが，今

回繰り返し学ぶことで，忘れていたことを思い
出すことができた。

・�手の衛生が大切であることがよく分かった。
　これらの記述から，演習の目的は達成されたと
考える。手洗いの結果を視覚的に確認できたこと
で，より確実な技術の習得に繋がったといえる。
　今回の取り組みは，関西看護医療大学教員と
MNUMS 看護学部教員が共同で実施する初めて
の演習であった。モンゴル滞在期間が短かったた
め，事前に電子メールやインターネット電話を利
用して打ち合わせを重ね，双方での準備を進めた。
その中で，日本においては水道の蛇口はレバー式
や自動水栓が普及しているが，モンゴルでは殆ど
が回転式蛇口であること，またモンゴルの医療現
場においては，手洗い用の液体石けんが普及しつ
つあるがまだ固形石けんの使用が多いこと，手洗
い場にはタオルが常備されておらず，手洗い後の
手指の乾燥は自分のハンカチをポケットから出し
て使用していることなど，現在の日本の施設設備
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との違いから手洗いをどう教えるか議論を重ね
た。その結果，CDC（米国疾病管理予防センター）
ガイドラインに則った方法を提案し，液体石けん
と紙タオルを日本から持参して，手洗い後の蛇口
は手を拭いた紙タオルで閉める方法をとった。濡
れた固形石けんや布製タオルが細菌繁殖の温床と
なることは MNUMS 看護学部の教員たちも理解
している。経済的な制約がある現状で，どういっ
た方法を選択し教授することが望ましいのか結
論には至らず，今後の検討課題である。学生に
は技術の根拠を理解させ，将来より良い方法を
選択していけるよう方向づけることが重要と考
える。
　また，MNUMS では学生への配布資料の準備
が経済的に難しいとのことであったため，関西看
護医療大学で教材の掲示物を作成し持参した。
　さらに，今回 MNUMS 看護学部の教員が学
生に指導するという形をとり，使用した手洗
いチェッカー等の機材を寄贈した。その後も
MNUMS 看護学部の教員によって供与した器材
を活用した演習が継続されている。

Ⅴ．おわりに
　現代の私たちは確実に国際社会の中で生きてい
る。多様性を認め他者を尊重するという姿勢は看
護本来の精神性であり，看護や看護教育分野に
おいても“Think globally, act locally”の実践は，
今後ますます求められるだろう。そして，関西看
護医療大学とモンゴル国立医科科学大学看護学部
の交流の取り組みは，双方の教育実践をより豊か
にするものと考える。今後のさらなる連携と発展
をめざしたい。
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National Statistical Office of Mongolia（モンゴル国家
統計局）（2013）：Mongolian Statistical Yearbook 
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